
［成果情報名］マンゴー後期出荷作型におけるあざ果症及びまだら果症の多発生条件の解明 

［要約］マンゴー後期出荷作型におけるあざ果症及びまだら果症は樹体内部や低い位置にある果実で発

生しやすく、上部の果実では発生が少ない。また、収穫時期が遅くなるほど、あざ果症及びまだら果

症発生率、発生程度は高くなる。  
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［分類］研究成果情報

［背景・ねらい］ 

マンゴーでは、生理障害であるあざ果症等の発生が問題となっている。あざ果症等の発生は、結

露が主な要因とされいてるが、発生条件については明らかにされていない。 

そこで、本研究では後期出荷作型（収穫7月中旬～9月上旬）の樹上におけるあざ果症等の再現と

発生条件について明らかにする。 

［成果の内容・特徴］ 

１．あざ果症及びまだら果症発生率、発生程度は、結果位置「中」で最も高く、次いで「内」、

「外」で同程度、「上」で最も低い（表1）。 

２．あざ果症及びまだら果症発生率、発生程度は、収穫期が遅くなるにつれて増加する（図2、図

3）。 

［成果の活用面・留意点］ 

１．マンゴー栽培におけるあざ果症及びまだら果症対策として、結果位置の調整や果実結露しないよ

うな湿度管理に活用できる。 

２．あざ果症及びまだら果症の再現のために、ハウス内環境を6月下旬から換気開始温度を32℃、

保温カーテン開放時間を午前8時にした結果である。この条件下では、晴天日の早朝に果実結露

が発生する。 

３．16年生5樹、7年生2樹における結果である。 

４．地域の栽培基準に基づいて管理を行い、再現試験のため、通常結果させない「中」にも結果させ

た結果である。 

［具体的データ］ 

図 1 結果位置の分類方法 

上 概ね1.2m以上の位置に結果し、周囲に葉の陰が無い果実

外
概ね1.2m以下の位置に結果し、ハウス外側の換気部分に
面している果実

内
概ね1.2m以下の位置に結果し、ハウス内側の通路部分に
面している果実

中
結果位置に関係なく、果実の周囲に葉が接しているかも
しくは葉に取り囲まれている果実
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表 1 結果位置とあざ果症及びまだら果症発生の関係 

図2 収穫時期とあざ果症発生率・発生程度の推移 

図3 収穫時期とまだら果症発生率・発生程度の推移 
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発生率(％) 発生程度 発生率(％) 発生程度

上 125 13.6 6.1 26.4 8.8

外 39 24.4 12.2 43.9 17.1

内 41 25.6 12.0 51.3 19.7

中 69 31.9 17.4 58.0 25.6

※果実が鮮紅色になった時点で果実表面に不定形の色抜けのあるものをあざ果症と

判断し発生程度を０～３の４段階（０：無、１：軽、２：中、３：甚）で評価

※収穫後に果実表面に斑点状に色抜けのあるものをまだら果症と判断し、

発生程度を０～３段階の４段階（０：無、１：軽、２：中、３：甚）で評価

※あざ果症及びまだら果症指数は以下のように算出

(0×n +1×n +2×n +3×n )/{3×(n +n +n +n )}×100
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